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資料 7 自転車活用推進計画の現状と評価について 

豊中市自転車活用推進計画の概要 
 

 豊中市自転車活用推進計画は、自転車活用に関する施策を総合的・計画的に推進するため

にまとめたものであり、「自転車交通の役割拡大に応じた良好な都市環境の形成」「自転車

の活用推進による健康社会の実現」「交通安全啓発や施設整備等による安心・安全社会の実

現」の 3 つの目標と、それに基づく 9 つの施策を位置付けています（計画期間：令和 2 年

度（2020 年度）から令和 7 年度（2025 年度）までの約 5 年間）。 

 
● 豊中市自転車活用推進計画における目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

● 豊中市自転車活用推進計画における施策体系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：豊中市自転車活用推進計画（令和 3 年（2021 年）1 月 豊中市）

豊中自転車活用推進計画は、 

豊中市のホームページでみることができます。 

豊中自転車活用推進計画 

ホームページはこちらから 

（豊中市ホームページ内） 

出典：豊中市自転車活用推進計画（令和 3 年（2021 年）1 月 豊中市） 
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施策① 自転車通行空間整備の推進

自転車通行空間の整備
約3km（試験施工）

平成31年
（2019年）2月

約13km（試験施工を除く）
令和5年度末

（2023年度末）

約31km（試験施工を除く）
令和15年度末

（2033年度末）

施策② 放置自転車対策の推進

自転車駐輪場の
予約待機数

705台
令和2年

（2020年）7月

459台
令和6年

（2024年）9月

計画策定時の
予約待機数に対して

半減

施策③ シェアサイクルの推進

月間利用回数
1,127回
令和元年

（2019年）11月

31,964回
令和6年

（2024年）11月

34,000回
令和7年

（2025年）11月

月間利用者数
390人
令和元年

（2019年）11月

9,026人
令和6年

（2024年）11月

6,800人
令和7年

（2025年）11月

サイクルポート数
27箇所
令和元年

（2019年）11月

138箇所
令和6年

（2024年）11月

170箇所
令和7年

（2025年）11月

実施施策の取組状況 

目標１ 自転車交通の役割拡大に応じた良好な都市環境の形成 

 

施策① 自転車通行空間整備の推進 

【概要】 

・歩行者と自転車利用者にとって、安心・安全に移動できる

環境整備を図るため、平成 31 年（2019 年）2 月に策

定し、令和 6 年（2024 年）3 月に改訂した「豊中市自

転車ネットワーク計画」に基づき、自転車通行空間の整備

を進める。 

【取組状況】 

○自転車通行空間の整備 

継続的に整備を実施 

整備済路線：阪急西側庄内線、（都）

穂積菰江線、ほか 12 路

線（令和 5 年度（2023

年度）末現在） 

 自転車通行空間の整備は、令

和 5 年度（2023 年度）に

改定した「豊中市自転車ネッ

トワーク計画」に基づき整備

を進めており、今後も継続的

な取組の推進が必要 

 

施策② 放置自転車対策の推進 

【概要】 

・自転車と鉄道等の交通結節点である駅前広場等公共空間に

おける自転車等の放置による通行障害、環境悪化および機

能低下を防止するため、①駐輪場の整備、②移動・保管、

③啓発の３点の方向から放置自転車対策を実施する。 

【取組状況】 

○駐輪場の整備 

令和 3 年（2021 年）以降において、以下の駐輪環境の改

善を実施。 

・ 令和 3 年度（2021 年度）：少路駅自転車駐車場の増設 

・ 令和 4 年度（2022 年度）：千里中央駅東第 4 自転車駐

車場の改修 

・ 令和 6 年度（2024 年度）：緑地公園駅西自転車駐車場

の増設、緑地公園駅東自転車駐車場の改修 

○移動・保管の実施 

市内全ての鉄道駅および隣接する鉄道駅を対象に駅周辺放

置禁止区域（13 区域）において放置自転車等移動保管を継

続的に実施。令和 2 年度（2020 年度）からは夜間撤去を

実施 

○啓発の推進 

放置の多い箇所において、駐輪場事業者との街頭啓発を実

施（グルメシティ庄内店前）。また、苦情箇所及び周辺施設

等への啓発を実施 

 

放置自転車対策は、放置自転

車等移動保管をはじめ、駐輪

場整備及び啓発活動を継続的

に実施しており、今後も継続

的な取組の推進が必要 

 

 

 

 

施策③ シェアサイクルの推進 

【概要】 

・シェアサイクルは、個人所有の自転車とは異なり、不特

定多数が利用可能で、出発地から目的地までの一連の移

動の一部として、鉄道やバスからの乗り換えも可能な既

存の公共交通を補完する新たな都市交通システムであ

る。 

・本市においては、南北の鉄道路線（鉄道駅）から東西等

への移動を補強する移動手段として、また、地域活性化

等さまざまな効果を発揮する移動手段として、事業者の

協力を得ながら市が推進する事業とする。 

【取組状況】 

○シェアサイクル本格実施 

令和元年（2019 年）11 月から 3 年間の実証実験を開

始し、公共交通の補完等の効果が確認されたことから、令

和 4 年（2022 年）11 月から本格化に移行 

 シェアサイクルの推進は、令

和 4 年（2022 年）11 月か

らの本格化以降において、利

用回数・利用者数が増加傾向

にあり、民間用地をはじめ、公

道や公園内でのポート設置を

進めており、今後も継続的な

取組の推進が必要 

 

■ 評価指標と達成状況 

 

 

 

 

 

 

  

取り組み状況における凡例 ○：概ね実施、△：一部未実施、×：未実施 

・自転車通行空間の整備例 
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施策 評価指標 計画策定時 現況 目標値

施策⑤ 自転車通勤の促進

市役所内における
自転車を主な通勤手段と

している者の割合

26.0％（1,011人）
令和2年

（2020年）4月

28.3% （1,113人）
令和5年

（2023年）4月

27.0％
令和7年度

（2025年度）

目標２ 自転車の活用推進による健康社会の実現 

 

施策④ 自転車利用促進の啓発 

【概要】 

・自動車から自転車への転換を促すことによ

り、渋滞が緩和され、CO２排出量の抑制が図

られます。また、自転車を利用することによ

って、健康づくりや余暇の充実が図られ、地

域や仲間とのつながりを深めることができ

る。このようなことから、その利用促進に向

けた啓発を実施する。 

【取組状況】 

○高齢者等への電動自転車乗り方教室の開催 

(株)あさひ及び豊中警察署との協働で高齢者

へのシェアサイクルの使い方やマナー、電動自

転車の乗り方に関する講座を開催（令和 4 年

度（2022）年度 11 月開催） 

○とよなかサイクルスタンプラリーの開催 

市民参加型イベントとして、豊中市マチカネポ

イントアプリを活用した「とよなかサイクルス

タンプラリー」を開催（令和 5 年度（2023 年

度）・令和 6 年度（2024 年度）実施） 

 

高齢者等への電動自転車乗り方教室及び

市民参加型イベントの開催に取組んでお

り、引き続き、自転車利用促進の啓発につ

いて、継続的な取組の推進が必要 

 

施策⑤ 自転車通勤の促進 

【概要】 

・自転車通勤を導入することによって、事業者

や従業員の両者にメリットがあり、国は、「自

転車活用推進官民連携協議会」と連携し、自

転車通勤を拡大するための取組みを進めてい

る。市においても、この動きに合わせ、その取

組みを支援する。 

【取組状況】 

○自転車通勤推進企業宣言プロジェクトにおけ

る宣言企業として認定 

国土交通省が企業活動における自転車通勤の

推進を拡大するため創設している「『自転車通

勤推進企業』宣言プロジェクト」に、豊中市が

令和 4 年(2022 年)3 月に「宣言企業」として

認定 

 
自転車通勤推進企業宣言プロジェクトに

豊中市が「宣言企業」として認定されてお

り、今後も市内の事業所での参画の拡充

に向けて、継続的な取組の推進が必要 

 

 

 

施策⑥ 散走の推進 

【概要】 

・自転車を活用し、市内各所を散歩感覚で巡り、

その場所、その時間ならではの出会いや発見

を楽しむことを「散走」と位置づける。速く走

る、早く着くことが目的ではなく、ゆっくり

とペダルをこぎ進むプロセスを楽しみ、暮ら

しにささやかな刺激をもたらすこの「散走」

を推進する。 

【取組状況】 

○散走モデルプランの作成 

散走を推進するために、散走プランを作成し、

「とよなか散走」ホームページで公開。3 つの

モデルプランを作成するとともに、令和 3 年

7 月に自転車活用推進に関する協定を締結し

た株式会社あさひによるプランも作成（令和 4

年度（2022 年度）・令和 5 年度（2023 年

度）に作成）。 

 

散走モデルプランの作成等の取組を実施

しており、引き続き、散走の推進について

継続的な取組が必要 

 

■ 評価指標と達成状況 

 

 

 

 

 

 
 

  

取り組み状況における凡例 ○：概ね実施、△：一部未実施、×：未実施 
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施策

施策⑦ 交通安全教育・啓発の推進

名称等 対象
開催回数
（回/年）

参加人数
（人/年）

開催回数
（回/年）

参加人数
（人/年）

保育所 15 743 10 850

幼稚園 23 3,335 20 3,900

こども園 14 867 35 5,700

小学校 32 14,637 41 16,500

支援学校 0 0 2 500

中学校 4 1,002 10 4,300

高等学校 3 2,034 5 1,500

小計 91 22,618 123 33,250

安全運転者講習会 自動車運転者 36 427 35 700

高齢者講習会 老人クラブのリーダー 6 38 5 50

そのほか交通安全教室 地域住民等 7 602 35 2,700

140 23,685 198 36,700

目標値
令和7年度（2025年度）

現況
令和5年度（2023年度）

交通安全教室

計

評価指標

目標 3 交通安全啓発や施設整備等による安心・安全社会の実現 

 

施策⑦ 交通安全教育・啓発の推進 

【概要】 

・全ての市民が、交通ルール・マナーを遵守し、

自身と周りの安全確保に努めることができる

よう交通関係法令に基づく交通安全教育・啓

発・指導を推進する。 

【取組状況】 

○交通安全教育の推進 

保育所から高等学校までの児童・生徒、自動車

運転者、老人クラブのリーダーおよび地域住民

を対象に交通安全教室等を継続的に実施（毎年

継続的に実施） 

○交通安全啓発の推進 

街頭啓発、全国交通安全運動のイベントや各種

講習会の場を通じて交通安全啓発を継続的に

実施（毎年継続的に実施） 

 
保育所・幼稚園・学校等での交通安全教室

の実施や、安全運転者講習会及び高齢者

講習会の実施、全国交通安全運動のイベ

ントや各種講習会での交通安全啓発を継

続的に実施しており、今後も交通安全教

育・啓発の継続した取組みが必要 

 

施策⑧ 交通安全対策の推進 

【概要】 

・交通事故の防止に向けて、交通安全施設の整

備を進めるとともに、通学路においては、市

民や関係機関と協働した対策を進める。また、

交通環境を阻害する放置自転車等や、めいわ

く駐車については、警察と連携した対策に取

り組む。 

【取組状況】 

○交通安全施設の整備 

自転車利用者に対する注意喚起として、電柱幕

を設置 

・令和 5 年度（2023 年度） 

「自転車スピード落とせ！」電柱幕 12 枚設置 

○通学路等の安全対策 

令和５年度（2023 年度）：第 4 次豊中市通学

路交通安全プログラム前期に基づき、交通安全

対策を実施 

・小学校（北部・東部）20 校：165 箇所 

・保育施設 8 園：42 箇所 

 交通安全施設の整備では、自転車利用者

に対する注意喚起の対策をしており、ま

た通学路等の安全対策では、第 4 次豊中

市通学路交通安全プログラムに基づき、

道路管理者・交通管理者・学校関係者が合

同で点検し問題点などを把握、共有する

取り組みを実施しており、今後も継続的

な取組の推進が必要 

 

 

 

 

施策⑨ 災害時における自転車活用の推進 

【概要】 

・市においては、災害時、公共交通機関や自動車

の機能が著しく低下した状況における代替交

通手段として、自転車の活用を推進する。 

【取組状況】 

○災害時における自転車活用に向けた検討 

令和 3 年度豊中市地域防災計画（令和４年

（2022 年）３月）では、地震災害時等におい

て、職員の参集や緊急輸送の実施する際に、道

路事情等を考慮し、自転車を活用するとしてい

る。 

 
近年、自然災害による被災が全国で見受

けられ、地域防災計画において、災害発生

時における移動・輸送手段として自転車

の活用が位置付けられている。今後も災

害発生時において、自転車の活用が円滑

に行えるように、継続的な取組の推進が

必要 

 

■ 評価指標と達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組み状況における凡例 ○：概ね実施、△：一部未実施、×：未実施 


